




いことではない。また , 無気力から脱出するための書物やセミナーなどが盛況している昨今を鑑みれば ,
自らの意欲を引き出す方法は需要のあるテーマであることがわかる。よって , 知覚された無気力を研究す
ることは , その基礎的な研究として意義があると考えられるだろう。しかし , 従来の心理学における無気
力の研究は ,「他者からみた無気力」を扱っており , 本人が知覚している無気力を検討しているものは見
あたらない。そこで長内 ( 印刷中 ) では ,「知覚された無気力 (Perceived Apathy)」を「個人が自己の意欲
または精神的なエネルギーの低下を知覚すること」と定義し , それは領域固有的無気力 (Domain-Specific 
Apathy: DSA) と , 領域全般的無気力 (Domain-General Apathy: DGA) に分類できるとした。DSA とは , 特定
の課題に対して知覚される無気力であり ,DGA とは , 生活全般に対して知覚される無気力である。しかし ,
どのような無気力がメンタルヘルス上 , 問題となるのかは明かにされていない。
目的
本研究では , どのような領域で知覚された DSA が DGA に影響し , メンタルヘルスの問題となるのかを
検討することを目的とした。また , 本研究ではメンタルヘルスを測る指標として , 抑うつ (depression) を
測定した。近年の Beck 理論（1976）に基づく抑うつの実証的な研究では , 抑うつは ,「出来事」→「認知」




調査対象者：大学生 200 名（男性 99 名・女性 101 名）, 平均年齢 19.75 歳。
調査方法：2007 年 10 月に , 自己記入式の質問紙を講義時間内の集合形式で実施した。倫理的配慮とし
て , 回答依頼時に , 調査の趣旨及びデータの取扱について文章と口頭で説明し合意を得た。
調査内容：（1）大学生活の各領域に対する DSA を測定するための独自の項目と算出方法（長内 , 印刷中）,（2）
DGA を測定するための独自の項目（長内 , 印刷中）,（3）抑うつを引き起こす認知（自動思考）を測定する
ための ATQ-R（坂本・田中・丹野・大野 ,2004）,（4）抑うつ気分を測定するための DAMS( 福井 ,1997)。
結果
本研究のモデルに合わせて ,DSA 別に階層的重回帰分析を行った。その結果 , 有意な結果の得られたモ
デルを図１, ２, ３に示した。
考察
本研究では , どのような領域の DSA が DGA を生じさせ , 最終的に抑うつ気分を生じさせるのか検討した。
その結果 ,「就職活動」「大学の講義以外での学習活動」「アルバイト」の３つの領域においてモデルが指
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